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(57)【要約】
【課題】外部の照度に対応していないカラーモードに設
定されていることをユーザーに知らせることが可能なプ
ロジェクターを提供する。
【解決手段】プロジェクター１が電源オンされたとき（
ステップＳ１０１）、照度測定手段によりプロジェクタ
ーの外部の照度を測定し（ステップＳ１０４）、設定さ
れているカラーモードが照度に対応しない場合（ステッ
プＳ１０５：Ｎ）、報知画像を投写して報知する（ステ
ップＳ１０６）。
【選択図】図２



(2) JP 2015-28595 A 2015.2.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から射出された光を、入力される画像信号に基づく画像情報に応じて変調し、投写
面に画像を投写する画像投写手段を有するプロジェクターであって、
　当該プロジェクターの外部の照度を測定する照度測定手段と、
　前記画像の画質調整を設定するための複数のカラーモードを備え、前記画像をいずれか
の前記カラーモードに設定するカラーモード設定手段と、
　測定した前記照度の範囲に対応する前記カラーモードを定義するカラーモードテーブル
を記憶する記憶手段と、
　当該プロジェクターが電源オンされたときに、前記カラーモードテーブルに基づき、前
記照度の範囲に対応しない前記カラーモードが設定されていた場合に報知する制御手段と
、
　を備えたことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記制御手段は、前記照度測定手段により、前記照度が変化したことを検出した場合、
前記カラーモードテーブルに基づき、前記照度の範囲に対し対応しない前記カラーモード
が設定されていた場合に報知する、ことを特徴とする、プロジェクター。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のプロジェクターにおいて、
　前記制御手段は、前記カラーモード設定手段により、前記カラーモードが変更されたと
き、前記カラーモードテーブルに基づき、前記照度の範囲に対し対応しない前記カラーモ
ードに変更された場合に報知する、ことを特徴とする、プロジェクター。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載のプロジェクターにおいて、
　前記制御手段は、前記カラーモードテーブルに基づき、前記照度に対応する前記カラー
モードの一覧を前記画像投写手段により投写する、ことを特徴とする、プロジェクター。
【請求項５】
　光源から射出された光を、入力される画像信号に基づく画像情報に応じて変調し、投写
面に画像を投写する画像投写手段を有するプロジェクターの制御方法であって、
　当該プロジェクターの外部の照度を測定する照度測定ステップと、
　前記画像の画質調整を設定するための複数のカラーモードを備え、前記画像をいずれか
の前記カラーモードに設定するカラーモード設定ステップと、
　測定した前記照度の範囲に対応する前記カラーモードが設定されているか否かを判断す
る判断ステップと、
　当該プロジェクターが電源オンされたときに、前記判断ステップにより、測定した前記
照度の範囲に対応する前記カラーモードが設定されていないと判断された場合に報知する
報知ステップと、
　を有することを特徴とするプロジェクターの制御方法。
【請求項６】
　入力される画像信号に基づく画像情報に応じた画像を表示する表示装置であって、
　当該表示装置の外部の照度を測定する照度測定手段と、
　前記画像の画質調整を設定するための複数のカラーモードを備え、前記画像をいずれか
の前記カラーモードに設定するカラーモード設定手段と、
　測定した前記照度の範囲に対応する前記カラーモードを定義するカラーモードテーブル
を記憶する記憶手段と、
　当該表示装置が電源オンされたときに、前記カラーモードテーブルに基づき、前記照度
の範囲に対応しない前記カラーモードが設定されていた場合に報知する制御手段と、
　を備えたことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクター、プロジェクターの制御方法および表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像をスクリーン等の投写面に投写するプロジェクターにおいて、画像の種類、
また周囲の明るさに応じて複数の画質調整値を設定するカラーモード機能が搭載されてい
る。例えば暗い部屋で映画を鑑賞する場合のシアターモード、明るい部屋で投写画像をよ
り明るく投写する場合のダイナミックモードなどがある。明るい部屋でシアターモードに
設定すると画像が暗くて見にくくなることや、逆に暗い部屋でダイナミックモードに設定
すると画像が明るすぎて眩しすぎることがあった。このため、特許文献１のように、周囲
の明るさに対応したカラーモードを設定するプロジェクターが開示されている。このよう
なプロジェクターによればあらかじめ設定された照度に対応して自動的にカラーモードが
設定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４３８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１のようなプロジェクターでは、投写する画像の種類、部屋の明るさ
などの視聴環境により、設定されたカラーモードが必ずしもユーザーの所望する設定とな
らない可能性があった。また、明るさの変化により、意図しないときにカラーモードが切
り替わってしまうため、ユーザーが戸惑う虞があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述した課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下
の形態または適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］本適用例に係るプロジェクターは、光源から射出された光を、入力される
画像信号に基づく画像情報に応じて変調し、投写面に画像を投写する画像投写手段を有す
るプロジェクターであって、当該プロジェクターの外部の照度を測定する照度測定手段と
、前記画像の画質調整を設定するための複数のカラーモードを備え、前記画像をいずれか
の前記カラーモードに設定するカラーモード設定手段と、測定した前記照度の範囲に対応
する前記カラーモードを定義するカラーモードテーブルを記憶する記憶手段と、当該プロ
ジェクターが電源オンされたときに、前記カラーモードテーブルに基づき、前記照度の範
囲に対し対応しない前記カラーモードが設定されていた場合に報知する制御手段と、を備
えたことを特徴とする。
【０００７】
　本適用例によれば、プロジェクターが電源オンされたときに、外部の照度に対応しない
カラーモードが設定されていた場合に報知するので、照度に対応するカラーモードへの変
更をユーザーに促すことが可能となる。
【０００８】
　［適用例２］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記制御手段は、前記照度
測定手段により、前記照度が変化したことを検出した場合、前記カラーモードテーブルに
基づき、前記照度の範囲に対し対応しない前記カラーモードが設定されていた場合に報知
することが好ましい。
【０００９】
　本適用例によれば、プロジェクターが動作中に照度の変化を検出したとき、カラーモー
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ドが照度に対応しない場合に報知するので、プロジェクターの使用環境が変わった場合、
現在のカラーモードが照度に適さないことを報知し、照度に対応するカラーモードへの変
更をユーザーに促すことが可能となる。
【００１０】
　［適用例３］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記制御手段は、前記カラ
ーモード設定手段により、前記カラーモードが変更されたとき、前記カラーモードテーブ
ルに基づき、前記照度の範囲に対し対応しない前記カラーモードに変更された場合に報知
することが好ましい。
【００１１】
　本適用例によれば、プロジェクターのカラーモードを変更したとき、新たなカラーモー
ドが現在の照度に対応しない場合に報知するので、照度に対応するカラーモードへの変更
をユーザーに促すことが可能となる。
【００１２】
　［適用例４］上記適用例に記載のプロジェクターにおいて、前記制御手段は、前記カラ
ーモードテーブルに基づき、前記照度に対応する前記カラーモードの一覧を前記画像投写
手段により投写することが好ましい。
【００１３】
　本適用例によれば、現在の照度に対応するカラーモードの一覧が表示されるので、ユー
ザーが、照度に対応するカラーモードを選択することが可能となる。
【００１４】
　［適用例５］本適用例に係るプロジェクターの制御方法は、光源から射出された光を、
入力される画像信号に基づく画像情報に応じて変調し、投写面に画像を投写する画像投写
手段を有するプロジェクターの制御方法であって、当該プロジェクターの外部の照度を測
定する照度測定ステップと、前記画像の画質調整を設定するための複数のカラーモードを
備え、前記画像をいずれかの前記カラーモードに設定するカラーモード設定ステップと、
測定した前記照度の範囲に対応する前記カラーモードが設定されているか否かを判断する
判断ステップと、当該プロジェクターが電源オンされたときに、前記判断ステップにより
、測定した前記照度の範囲に対応する前記カラーモードが設定されていないと判断された
場合に報知する報知ステップと、を有することを特徴とする。
【００１５】
　本適用例によれば、プロジェクターが電源オンされたときに、外部の照度に対応しない
カラーモードが設定されていた場合に報知するので、照度に対応するカラーモードへの変
更をユーザーに促すことが可能となる。
【００１６】
　［適用例６］本適用例に係る表示装置は、入力される画像信号に基づく画像情報に応じ
た画像を表示する表示装置であって、当該表示装置の外部の照度を測定する照度測定手段
と、前記画像の画質調整を設定するための複数のカラーモードを備え、前記画像をいずれ
かの前記カラーモードに設定するカラーモード設定手段と、測定した前記照度の範囲に対
応する前記カラーモードを定義するカラーモードテーブルを記憶する記憶手段と、当該表
示装置が電源オンされたときに、前記カラーモードテーブルに基づき、前記照度の範囲に
対応しない前記カラーモードが設定されていた場合に報知する制御手段と、を備えたこと
を特徴とする。
【００１７】
　本適用例によれば、表示装置が電源オンされたときに、外部の照度に対応しないカラー
モードが設定されていた場合に報知するので、照度に対応するカラーモードへの変更をユ
ーザーに促すことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態に係るプロジェクターの回路構成を示すブロック図。
【図２】プロジェクターが電源オンするときの動作を示すフローチャート。
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【図３】プロジェクターが動作中に外部の照度の変化を検出したとき、およびカラーモー
ド変更操作を受け付けたときの動作を示すフローチャート。
【図４】外部の照度に対応しないカラーモードであることを報知する画像の例を示す図。
【図５】カラーモードテーブルの保存内容の例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態について説明するが、以下の実施形態は特許
請求の範囲にかかる発明を限定するものではなく、また、実施形態における特徴の組み合
わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００２０】
　（実施形態）
　図１は、本実施形態の表示装置としてのプロジェクター１の回路構成を示すブロック図
である。
　図１に示すように、プロジェクター１は、画像入力端子６、画像投写手段１０、ＯＳＤ
処理手段１６、画像信号処理手段１７、画像信号入力手段１８、照度測定手段１９、制御
手段２０、記憶手段２１、光源制御手段２２、入力操作手段２３、電源端子３０、電源部
３１等で構成されており、これらは図示しない筐体の内部または外面に配置されている。
【００２１】
　画像投写手段１０は、光源１１、光変調装置としての３つの液晶ライトバルブ１２Ｒ，
１２Ｇ，１２Ｂ、投写光学系としての投写レンズ１３、液晶駆動手段１４等を含んでいる
。画像投写手段１０は、光源１１から射出された光を、液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ
，１２Ｂで変調し、変調された画像を投写レンズ１３から投写することによってスクリー
ンＳＣ等の投写面に投写画像を表示する。
【００２２】
　光源１１は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等からなる放電型の光源ランプ
１１ａと、光源ランプ１１ａが放射した光を液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ側
に反射するリフレクター１１ｂとを含んで構成されている。
　光源１１から射出された光は、図示しないインテグレーター光学系によって輝度分布が
略均一な光に変換され、図示しない色分離光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の各色光成分に分離された後、それぞれ対応する液晶ライトバル
ブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂに入射する。
【００２３】
　液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂは、一対の透明基板間に液晶が封入された液
晶パネル等によって構成される。液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂには、マトリ
ックス状に配列された複数の画素（図示せず）が形成されており、液晶に対して画素毎に
駆動電圧を印加可能になっている。
【００２４】
　液晶駆動手段１４が、入力される画像データに応じた駆動電圧を各画素に印加すると、
各画素は、画像情報に応じた光透過率に設定される。このため、光源１１から射出された
光は、この液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを透過することによって変調され、
画像情報に応じた画像光が色光毎に形成される。
　形成された各色の画像光は、図示しない色合成光学系によって画素毎に合成されてカラ
ーの画像光となった後、投写レンズ１３によってスクリーンＳＣ等に拡大投写され投写画
像となる。
【００２５】
　本実施形態では、光源として光源ランプ１１ａを用いて投写するプロジェクター１を例
示したが、本発明は、光源としてＬＥＤ（Light emitting diode）光源やレーザー光源な
どを用いて投写するプロジェクターにも適用することができる。
【００２６】
　なお、本実施形態では、画像投写手段１０は、３つの液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ
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，１２Ｂを用いた透過型液晶方式の投写光学系を例示したが、反射型液晶表示方式やマイ
クロミラーデバイス方式（ライトスイッチ表示方式）など、他の表示方式の光変調装置を
採用しても良い。
【００２７】
　制御手段２０は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）や、各種データ等の
一時記憶に用いられるＲＡＭ（Random Access Memory）等を備え、記憶手段２１に記憶さ
れている制御プログラム（図示せず）に従って動作することによりプロジェクター１の動
作を統括制御する。つまり、制御手段２０は、記憶手段２１とともにコンピューターとし
て機能する。制御手段２０はカラーモード設定手段２０１を備える。カラーモード設定手
段２０１は、画像投写手段１０に投写させる画像の画質調整を設定するための複数のカラ
ーモードの中からいずれかを選択し、設定する。カラーモードとは、画像の種別や視聴環
境等に応じて画質を調整するための項目であり、例えば、明るい環境で、暗部の階調表現
を重視する視聴に適する「ダイナミック」や、薄明かりの中での視聴に適する「リビング
」、暗い環境下での映画鑑賞に適する「シアター」、明るい環境で写真などの静止画像を
投写するのに適する「フォト」、明るい環境でカラーの資料を使ってプレゼンテーション
するのに適する「プレゼンテーション」、明るい環境でゲームをするのに適する「ゲーム
」等のカラーモードがある。
【００２８】
　記憶手段２１は、フラッシュメモリーやＦｅＲＡＭ（Ferroelectric RAM：強誘電体メ
モリー）等の書き換え可能な不揮発性のメモリーにより構成されている。記憶手段２１に
は、プロジェクター１の動作を制御するための制御プログラムや、プロジェクター１の動
作条件等を規定する各種設定データ等が記憶されている。本実施形態ではプロジェクター
１の周囲の照度の範囲に対応するカラーモードが定義されたカラーモードテーブル２１１
が保存される。具体的には測定した照度の範囲毎にそれぞれのカラーモードが対応してい
るか否かの定義内容が保存されている。
【００２９】
　図５はカラーモードテーブル２１１の保存内容の例を示す図である。図５に示すように
、測定された照度の範囲に対し、各カラーモードが対応するか否かをＹｅｓ、またはＮｏ
で定義されている。例えば、測定された照度が３０１～５００Ｌｕｘのときは、ダイナミ
ック、プレゼンテーション、ゲームの各カラーモードが対応し、測定された照度が０～５
Ｌｕｘのときは、シアターモードのみが対応していることを示す。
【００３０】
　図１に戻って、入力操作手段２３は、ユーザーがプロジェクター１に対して各種指示を
行うための複数の操作キーを備えている。入力操作手段２３が備える操作キーとしては、
電源のオン・オフを交互に切り替えるための電源キーや、画像信号入力手段１８に入力さ
れる複数の画像入力端子６を切り替えるための入力切替キー、各種設定を行うための設定
メニューを重畳表示させるメニューキー、メニューからユーザーが設定項目を選択するカ
ーソルキー、各種設定を決定するための決定キー、設定中の画面を戻すためのエスケープ
キー、カラーモードを選択するためのカラーモードキー等がある。
【００３１】
　ユーザーが入力操作手段２３の各種操作キーを操作すると、入力操作手段２３は、ユー
ザーの操作内容に応じた操作信号を制御手段２０に出力する。なお、入力操作手段２３は
、リモートコントローラー（リモコン）信号受信手段（図示せず）と遠隔操作が可能なリ
モートコントローラー（図示せず）を有した構成としてもよい。この場合、リモートコン
トローラーは、ユーザーの操作内容に応じた赤外線等の操作信号を発し、リモコン信号受
信手段がこれを受信して制御情報として制御手段２０に伝達する。
【００３２】
　照度測定手段１９は、光センサー（図示せず）等を有して構成され、制御手段２０の指
示に基づいて、プロジェクター１の外部の照度を測定する。そして、測定した照度を制御
手段２０に通知する。
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【００３３】
　光源制御手段２２は、制御手段２０の指示に基づいて、光源１１に対する電力の供給と
停止とを制御し、光源１１の点灯、および消灯を切り替える。
【００３４】
　画像信号入力手段１８は、複数の画像入力端子６より、ビデオ再生装置やパーソナルコ
ンピューター等、外部の画像出力装置から、図示しないケーブル、又は通信機器などを介
して画像情報が入力される。入力された画像情報は、制御手段２０の指示に基づき、画像
信号処理手段１７に出力される。なお、画像信号入力手段１８は、無線通信や光通信など
の受信部を備え、外部機器から無線によって画像信号を入力する構成にしてもよい。
【００３５】
　画像信号処理手段１７は、制御手段２０の指示に基づき、画像信号入力手段１８から入
力される画像情報を、液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂの各画素の階調を表す画
像データに変換する。ここで、変換された画像情報は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の
色光別になっており、各液晶ライトバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂのすべての画素に対応
する複数の画素値によって構成されている。画素値とは、対応する画素の光透過率を定め
るものであり、この画素値によって、各画素を透過し射出する光の強弱（階調）が規定さ
れる。
【００３６】
　ＯＳＤ処理手段１６は、制御手段２０の指示に基づいて、投写画像上に、メニュー画像
やメッセージ画像等のＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）画像を重畳して表示するた
めの処理を行う。ＯＳＤ処理手段１６は、図示しないＯＳＤメモリーを備えており、ＯＳ
Ｄ画像を形成するための図形やフォント等を表すＯＳＤ画像データを記憶している。
【００３７】
　制御手段２０が、ＯＳＤ画像の重畳表示を指示すると、ＯＳＤ処理手段１６は、必要な
ＯＳＤ画像データをＯＳＤメモリーから読み出し、投写画像上の所定の位置にＯＳＤ画像
が重畳されるように、画像信号処理手段１７から入力される画像データにこのＯＳＤ画像
データを合成する。ＯＳＤ画像情報が合成された画像データは、液晶駆動手段１４に出力
される。
　なお、制御手段２０からＯＳＤ画像を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ処理手
段１６は、画像信号処理手段１７から入力される画像データを、そのまま液晶駆動手段１
４に出力する。
【００３８】
　液晶駆動手段１４が、ＯＳＤ処理手段１６より入力される画像データに従って液晶ライ
トバルブ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂを駆動すると、画像データに応じた画像が投写レンズ１
３より投写され、スクリーンＳＣの投写面に投写画像が表示される。
【００３９】
　電源部３１には、電源端子３０を介してＡＣ１００Ｖ等の電力が外部から供給される。
電源部３１は、入力した電力（交流電力）を所定の直流電力に変換して、プロジェクター
１の各部に電力を供給する。また、電源部３１は、制御手段２０の指示に基づいて、画像
の投写に必要な電力（動作電力）を各部に供給する状態（電源オン状態）と、動作電力の
供給を停止して、電源をオンにするための操作を待機する状態（スタンバイ状態）とを切
り替えることができる。
【００４０】
　次に、本実施形態のプロジェクター１の動作を図２、図３を用いて説明する。
　図２はプロジェクター１が電源オンされたときの動作を示すフローチャート、図３はプ
ロジェクター１が動作中に外部の照度の変化を検出したとき、およびカラーモードの変更
操作を受け付けたときの動作を示すフローチャートである。
【００４１】
　〔電源オン時の動作〕
　図２に示すように、プロジェクター１が入力操作手段２３の電源キーなどにより電源オ
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ンすると（ステップＳ１０１）、制御手段２０は、光源制御手段２２に指示して光源１１
を点灯させ（ステップＳ１０２）、ステップＳ１０３に遷移する。
【００４２】
　ステップＳ１０３において、カラーモード設定手段２０１は現在選択されているカラー
モードに基づく画質調整値を画像投写手段１０に設定し、ステップＳ１０４に遷移する。
ステップＳ１０３がカラーモード設定ステップに相当する。
【００４３】
　ステップＳ１０４において、制御手段２０は、照度測定手段１９によりプロジェクター
１の外部の照度を測定してその測定結果を取得し、ステップＳ１０５に遷移する。ステッ
プＳ１０４が照度測定ステップに相当する。
【００４４】
　ステップＳ１０５において、制御手段２０は、カラーモードテーブル２１１に基づき、
現在設定されているカラーモードが、ステップＳ１０４において取得した照度に対応する
か否かを調べる。現在設定されているカラーモードが照度に対応する場合（ステップＳ１
０５：Ｙ）には、ステップＳ１１０に遷移する。カラーモードが照度に対応しない場合（
ステップＳ１０５：Ｎ）にはステップＳ１０６に遷移する。ステップＳ１０５が判断ステ
ップに相当する。
【００４５】
　図４は、照度の範囲に対応しないカラーモードが設定されている場合の画像の例を示す
図である。
　ステップＳ１０６において、制御手段２０は、照度の範囲に対応しないカラーモードが
設定されている場合には、図４に示すように、カラーモードが照度に対応しないことを示
す報知画像Ｍ１を画像投写手段１０により投写する。
　図４に示すように、報知画像Ｍ１には、現在設定されているカラーモード（ダイナミッ
ク）と、測定した照度に対応するカラーモード（リビング、フォト）などが表示される。
次にステップＳ１０７に遷移する。ステップＳ１０６が報知ステップに相当する。
【００４６】
　ステップＳ１０７において、制御手段２０は、報知画像Ｍ１に対し、カラーモードを変
更する操作を受け付けたか否かを調べる。カラーモードを変更する操作を受け付けた場合
（ステップＳ１０７：Ｙ）には、ステップＳ１０８に遷移する。カラーモードを変更する
操作を受け付けなかった場合（ステップＳ１０７：Ｎ）には、ステップＳ１０９に遷移す
る。
【００４７】
　ステップＳ１０８において、カラーモード設定手段２０１は、ステップＳ１０７におい
て変更を受け付けたカラーモードに基づく画質調整値を画像投写手段１０に設定し、ステ
ップＳ１０９に遷移する。ステップＳ１０８がカラーモード設定ステップに相当する。
【００４８】
　ステップＳ１０９において、制御手段２０は、報知画像Ｍ１を消去し、ステップＳ１１
０に遷移する。
【００４９】
　ステップＳ１１０において、プロジェクター１は、画像の投写を開始し、本動作フロー
を終了する。
【００５０】
　〔動作中に照度の変化を検出したときの動作〕
　図３に示すように、プロジェクター１が動作中に、照度測定手段１９により、プロジェ
クター１の外部の照度が変化したことを検出すると（ステップＳ２０１）、ステップＳ２
０２に遷移する。
【００５１】
　ステップＳ２０２において、制御手段２０は、カラーモードテーブル２１１に基づき、
現在設定されているカラーモードが、測定した照度に対応しているか否かを調べる。カラ
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ーモードが照度に対応している場合（ステップＳ２０２：Ｙ）には、ステップＳ２０７に
遷移する。カラーモードが照度に対応していない場合（ステップＳ２０２：Ｎ）には、ス
テップＳ２０３に遷移する。ステップＳ２０２が判断ステップに相当する。
【００５２】
　ステップＳ２０３において、制御手段２０は、カラーモードが照度に対応しないことを
示す報知画像Ｍ１を画像投写手段１０により投写する。図４に示すように、報知画像Ｍ１
には、現在設定されているカラーモードと、測定した照度に対応するカラーモードなどが
表示される。次にステップＳ２０４に遷移する。ステップＳ２０３が報知ステップに相当
する。
【００５３】
　ステップＳ２０４において、制御手段２０は、報知画像Ｍ１に対し、カラーモードを変
更する操作を受け付けたか否かを調べる。カラーモードを変更する操作を受け付けた場合
（ステップＳ２０４：Ｙ）には、ステップＳ２０５に遷移する。カラーモードを変更する
操作を受け付けなかった場合（ステップＳ２０４：Ｎ）には、ステップＳ２０６に遷移す
る。
【００５４】
　ステップＳ２０５において、カラーモード設定手段２０１は、ステップＳ２０４におい
て変更を受け付けたカラーモードに基づく画質調整値を画像投写手段１０に設定し、ステ
ップＳ２０６に遷移する。ステップＳ２０５がカラーモード設定ステップに相当する。
【００５５】
　ステップＳ２０６において、制御手段２０は、報知画像Ｍ１を消去し、ステップＳ２０
７に遷移する。
【００５６】
　ステップＳ２０７において、本動作フローを終了する。
【００５７】
　〔動作中にカラーモードの変更操作を受け付けたときの動作〕
　図３に示すように、プロジェクター１が動作中に入力操作手段２３のカラーモードキー
などによりカラーモードの変更操作を受け付けると（ステップＳ２１１）、カラーモード
設定手段２０１はカラーモードを変更し、新たに設定されたカラーモードに基づく画質調
整値を画像投写手段１０に設定し（ステップＳ２１２）、ステップＳ２１３に遷移する。
ステップＳ２１２がカラーモード設定ステップに相当する。
【００５８】
　ステップＳ２１３において、制御手段２０は、照度測定手段１９により、プロジェクタ
ー１の外部の照度を測定し、ステップＳ２０２に遷移する。ステップＳ２０２以降の動作
は上述したので説明は省略する。
【００５９】
　上述した実施形態によれば、以下の効果を得られる。
　本実施形態のプロジェクター１によれば、プロジェクター１が電源オンされたとき、カ
ラーモードテーブル２１１に基づき、外部の照度に対応しないカラーモードが設定されて
いた場合に報知画像Ｍ１により報知されるので、照度に対応するカラーモードへの変更を
ユーザーに促すことが可能となる。
【００６０】
　また、プロジェクター１が動作中に照度測定手段１９が照度の変化を検出したとき、カ
ラーモードテーブル２１１に基づき、カラーモードが照度に対応しない場合に報知するの
で、プロジェクター１の使用環境が変わった場合、現在のカラーモードが照度に適さない
ことを報知し、照度に対応するカラーモードへの変更をユーザーに促すことが可能となる
。
【００６１】
　また、プロジェクター１のカラーモードを変更したとき、カラーモードテーブル２１１
に基づき、新たなカラーモードが現在の照度に対応しない場合に報知するので、照度に対
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【００６２】
　また、カラーモードテーブル２１１に基づき、現在の照度に対応しないカラーモードが
選択されていた場合、現在の照度に対応するカラーモードの一覧が表示されるので、ユー
ザーが、照度に対応するカラーモードを選択することが可能となる。
【００６３】
　また、上記実施形態は、以下のように変更してもよい。
　（変形例１）　上述した実施形態において、照度に対応するカラーモードをユーザーが
定義して変更できるようにプロジェクター１を構成してもよい。これにより、ユーザーの
好み、使用状況に基づいて、照度に対応するカラーモードを設定できるようになる。
【００６４】
　（変形例２）　上述した実施形態において、投写面までの距離を測定する測距手段をプ
ロジェクターがさらに備え、プロジェクターから投写面までの距離を加味し、プロジェク
ターの外部の照度に応じてカラーモードが対応するか否かを判断するようにしてもよい。
例えば、プロジェクターから投写面までの距離範囲を３段階に分け、各距離範囲ごとに、
図５の照度範囲に対応するカラーモードの表を用意し、対応させる。具体的には、プロジ
ェクターから投写面までの距離が近ければ、投写画像は明るくなるので、明るい環境に適
したカラーモードに、距離が遠いほど、投写画像は暗くなるので、暗い環境に適したカラ
ーモードを対応させるようにする。つまり、外部の照度が同じでも投写面までの距離に応
じてより適切なカラーモードを選択できるようになる。
【００６５】
　（変形例３）　また、上述した実施形態では、画像を投写するプロジェクター１に適用
した態様を例示したが、本発明の技術的な思想は、このようなプロジェクター１に限定さ
れるものではない。例えば、入力される画像信号に基づく画像情報に応じた画像を表示す
る表示装置に適用できる。即ち、表示する画像の種類、部屋の明るさなどの視聴環境によ
り、設定されたカラーモードが必ずしもユーザーの所望する設定とならない課題や、明る
さの変化により、意図しないときにカラーモードが切り替わってしまうため、ユーザーが
戸惑う課題を解決することができる。
　尚、このような表示装置は、ブラウン管（CRT）、液晶ディスプレイ、プラズマディス
プレイ、有機ＥＬディスプレイや、ヘッドマウントディスプレイ等を想定する。
【符号の説明】
【００６６】
　１…プロジェクター、６…画像入力端子、１０…画像投写手段、１１…光源、１２Ｒ，
１２Ｇ，１２Ｂ…液晶ライトバルブ、１３…投写レンズ、１４…液晶駆動手段、１６…Ｏ
ＳＤ処理手段、１７…画像信号処理手段、１８…画像信号入力手段、１９…照度測定手段
、２０…制御手段、２０１…カラーモード設定手段、２１…記憶手段、２１１…カラーモ
ードテーブル、２２…光源制御手段、２３…入力操作手段、３０…電源端子、３１…電源
部、ＳＣ…スクリーン。
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